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はじめに
データ・メッシュは、エンタープライズ・ソフトウェア分野で注目を集め始
めているトピックで、これまでとは異なるデータの捉え方に焦点を合わせた
ものです。データ・メッシュの目的は、データ中心ソリューションによる
ビジネス成果を高めるとともに、最新データ・アーキテクチャの採用を
進めることです。

ビジネスの観点では、データ・メッシュによって‘データ・プロダクト思考’
に関する新たなアイデアが取り入れられ、ビジネス・ドメイン・モデリン
グに対するより部門横断的なアプローチが推進され、価値の高いデータ・
プロダクトが創出されます。

テクノロジーの側面から見ると、データドリブン・アーキテクチャには3つの
新しい重要な重点領域があります。

1. モノリシック・アーキテクチャからの移行に貢献する分散データ・
アーキテクチャ

2. 移動中のエンタープライズ・データを対象とするイベントドリブンな
データ台帳

3. 旧式のバッチ・タイプ・ツールに取って代わり、リアルタイム・
イベントを処理し、よりタイムリーな分析を可能にするストリーム中心
のパイプライン

オラクルがデータ・メッシュについて注力してきたのは、データ・プロダクト
用ツール、分散型イベントドリブン・アーキテクチャ、移動中データの
ストリーム・パターンを含む、新たなテクノロジー要件に対応できるプラット
フォームの提供です。

データ・メッシュへの投資からもたらされる優れた利点には、以下のようなも
のがあります。
• ‘データ・プロダクト思考’に関するベスト・プラクティスの適用により、

データ・バリュー・チェーンの完全な透明性を確保

• データ統合とデータ移行にマイクロサービス・ベースのデータ・パイプラ
インを使用することで、99.999 %を超える業務系データの可用性を実現1

• ETLから連続変換およびロード（CTL）に移行することで、イノベーショ
ン・サイクルを10倍高速化2

• CI/CD、ノーコードおよびセルフサービス式データ・パイプライン・
ツール、アジャイル開発の拡大により、データ・エンジニアリングを
約70 %削減3

このドキュメントでは、いくつかの成功事例と、このアプローチの
アーリー・アダプターが得た成果をご紹介します。



誇大宣伝にご注意ください
データ・メッシュは新たに注目され始めたトピックであり、成熟するには時期尚早であ
るため、実際にはそのコア・アプローチに沿わないソリューションに“データ・
メッシュ”という用語を使用しているマーケティング・コンテンツもあります。

正しいデータ・メッシュとは、マインドセット、組織モデル、、エンタープライズ・
データ・アーキテクチャからなるアプローチであり、データ・プロダクト思考、
分散データ・アーキテクチャ、イベントドリブンなアクション、ストリームを中心と
する‘サービス・メッシュ’方式のマイクロサービス設計の要素が少なからず含まれてい
る必要があります。

以下はデータ・メッシュではありません。
• 単一クラウドのデータ・レイク - ‘ドメイン’、カタログ、SQLアクセスを含むものも
• データ・カタログ/グラフ - データ・メッシュには物理実装が必要
• 単機能製品 - データ・メッシュ専用製品を提供しているベンダーはない
• ITコンサルティング・プロジェクト - 戦略/戦術にもプラットフォームとツールが

必要
• データ・ファブリック - 幅広くモノリシック・データ・アーキテクチャを含む
• セルフサービス分析 - 使いやすいUXはメッシュとモノリスのどちらの

フロントエンドにもなる
データ・メッシュの普及がさらに広がると、多くのベンダー/コンサルタントが
時流に乗ろうとするため、誇大宣伝に注意することが重要です。



データ・メッシュを採用
する理由

無秩序なデータ

古いやり方はうまくいっていない上に、ビジネス変革の取組みは大半が失敗
します。デジタル・プラットフォームに費やす時間とコストの大部分が、
‘統合’作業に費やされています4。過去のモノリシックなテクノロジー・
アーキテクチャは、高コストで扱いにくく、柔軟性がありません。さらに、
以下のような課題があります。

• 70～80 %のデジタル・トランスフォーメーションが失敗している5

• 分散型のアーキテクチャ、アプリケーション、データ・アーキテクチャ、
クラウド・アーキテクチャの拡大により、集中化/モノリシックの度合い
が低下している

• クラウド・ロックインは事実であり6、コストがさらに上がる場合もある7

• データ・レイクはめったに成功せず8、分析のみに焦点が合わせられてい
る

• 組織的なサイロにより、データ共有の課題が悪化する9

• 変革のペースからITイベントのスピードまですべてが加速しており、競争
相手はこれまで以上に迅速に取り組んでいる

• 業務系データの使用停止によるコストは上昇している10

データ・メッシュは魔法の解決策ではなく、データドリブンなビジネス・イニ
シアチブのためのモダナイゼーション目標のうち、未対応のもっとも差し迫っ
た課題を解決するために、原則、手法、テクノロジーを連携させたものです。

注：データ・メッシュの必要性を示す優れた入門書に、Zhamak Dehghani氏の
『…from Monoliths to Data Mesh』（2019年）があります9。



新しいデータの概念
データ・メッシュのアプローチ

1. 文化面での変化を強調し、データを‘プロダクトとして’捉えるように
マインドセットを切り替えることで、組織およびプロセス面での変化を促
し、データを企業にとって重要な有形資産として管理できるようにします。

2. 運用データと分析データのドメインを連携させます。データ・メッシュの
目的は、データ・プロデューサとデータ・コンシューマを直接関連付けるこ
とと、データ・リソースを取り入れ、準備し、変換するプロセスからIT部門
による介入を排除することです。

3. ‘移動中データ’向けに構築されたテクノロジー・プラットフォームが重要な
成功指標となり、エンタープライズ・データのプロデューサとコンシューマ
をつなぐ両面的なプラットフォームの役割を果たします。データ・メッシュ
の中心は、オンプレミス・データとマルチクラウド・データに対応する分散
アーキテクチャです。



データ・メッシュの定義
データ・プロダクト思考 - データ・コンシューマの観点へのマインドセット・シフト

• データ・ドメイン所有者がデータ・プロダクトのKPI/SLAに責任を負う
業務と分析の連携 - ‘壁越しにデータを渡す’処理の解消

• 同一のテクノロジー・メッシュとデータ・ドメイン・セマンティックですべてに
対応

移動中データ - データ・プロダクトを実現するためのコア・コンピテンシ
• ‘中間者’の排除 - Systems of Recordからデータ・イベントへの直接アクセスを

可能にし、セルフサービスのリアルタイム・データ・パイプラインを使用して
必要な場所でデータを取得できるようにする

分散アーキテクチャ
• 分散データ、サービス、クラウド向けに構築されたアーキテクチャ

イベントドリブンなデータ台帳
• あらゆる種類、形式、複雑さのイベントを処理

ストリーム中心のデータ・パイプライン
• デフォルトでのストリーム処理、例外的な集中型バッチ処理

管理されたセルフサービス・プラットフォーム
• 開発者に権限を与え、データ・コンシューマとデータ・プロデューサを直接つなぐ
• セキュリティ、検証、来歴、説明可能性の組込み

データ・
プロダクト

データ・
プロダクト

1.）成果重視

2.）モノリシックなITアーキテクチャからの脱却
アプリケーション・
モノリス

データ・
レイク

（ハウス）

データ・マート/
ウェアハウスデータ・メッシュ

アプリケーション・
マイクロサービス



第1章

アプリケーションの
モダナイゼーション

イベント・ソーシング

データの可用性

ストリームの取込み

データ・パイプライン

ストリーム分析

統合

「企業はリアルタイムの業務系データとアナリ
ティクスを統合することで、業務および戦略上の
意思決定を改善できます」11

データ・メッシュの7つ
のユースケース例
優れたデータ・メッシュは、業務系データ・ドメイン
だけでなく分析データ・ドメインのユースケースに
対応します。

この後の7つのユースケースで、データ・メッシュが
エンタープライズ・データにもたらす豊富な機能を
明らかにします。

7ページ - エンタープライズ・データ・メッシュ：ソリューション、ユースケース、および事例紹介



データ・メッシュのユースケース
モノリスからクラウドへの‘リフト・アンド・シフト’移行の先を見据え、
多くの組織が過去のモノリシック・アプリケーションを廃止して、より最新
のマイクロサービス・アプリケーション・アーキテクチャへの将来的な移行
を目指しています。

しかし、旧式のアプリケーション・モノリスは、通常、大規模なモノリシッ
ク・データベースに依存しており、「中断やリスク、コストを軽減するには、
どのようにして移行計画を段階化すればよいのか」という疑問が生じます。

モノリスからメッシュ・アーキテクチャに段階的に移行しているお客様は、
データ・メッシュを通じて以下を含む重要な業務系IT機能を利用できます。

• DBトランザクションのサブドメイン・オフロード
• 例：‘境界づけられたコンテキスト’によるデータのフィルタ

リング
• 段階的移行のための双方向トランザクション・レプリケーション
• クロス・プラットフォームの同期（例：メインフレームから

DBaaS）
マイクロサービス・アーキテクトの専門用語で説明すると、このアプロー
チは、双方向トランザクション送信ボックス12を使用して、ストラング
ラー・フィグ13の移行パターンを実現し、一度に1つの境界づけられた
コンテキスト14ごとに進めています。

アプリケーション・
モノリス アプリケーション・

マイクロサービス

図1：モノリス移行のためのデータ・メッシュ基盤

時間

モノリス モノリス モノリス モノリス

サービス

サービス

サービス

サービス

サービス

サービス

サービス

図2：モノリスの分解と段階的移行を示すストラングラー・フィグ・パターン

移行期間中の
双方向トランザ

クション
送信ボックス
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アプリケーションのモダナイゼーション

データ・メッシュ
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ビジネス・クリティカルなアプリケーションには、レジリエンスと継続
性に関して非常に高いKPIおよびSLAが要求されます。モノリシックか
マイクロサービスか（またはその中間であるか）を問わず、こういった
アプリケーションでは停止が許容されません。

ミッション・クリティカルなシステムの場合、分散化された結果整合性
データ・モデルは通常許容されませんが、
これらのアプリケーションは多数のデータセンターにまたがって運用し
なければなりません。このため、「複数のデータセンター間でアプリ
ケーションを実行しながら、データの正確さと整合性を保証するには
どうしたら良いのか」という疑問が生じます。

データ・メッシュは、分散化されてもサイト間で100 %正確なデータを
提供するための基盤となります。
例としては次のようなものがあります。

• 待機時間の非常に短い論理トランザクション（クロス・
プラットフォーム）

• ACIDに対応した正確なデータの保証
• マルチアクティブな双方向と競合解消

モノリスで‘シャード・データセット’が使用されていても、サイト間HA
のためのマイクロサービスがセットアップされていても、データ・
メッシュは、距離に関係なく高速で正確なデータを提供します。

地理的に分散された
データ

データ・メッシュ
図1：地理的に分散されたデータ・イベントに対応するデータ・メッシュ

9ページ - エンタープライズ・データ・メッシュ：ソリューション、ユースケース、および事例紹介

データ・メッシュのユースケースデータの可用性と継続性



データ・メッシュのユースケース
最近の‘サービス・メッシュ’方式のプラットフォームは、イベントを使用して
データを交換します。データ層のバッチ処理に依存しなくても、アプリケー
ションやデータ・ストアでイベントが発生したとき、データ・ペイロードは
途切れることなく流れています。

一部のアーキテクチャでは、マイクロサービス同士がデータ・ペイロードを
交換する必要があります。その他のパターンでは、モノリシック・アプリケー
ションまたはデータ・ストア間での交換が必要です。
この場合、「アプリケーションおよびデータ・ストア間でマイクロサービスの
データ・ペイロードを確実に交換するにはどうしたら良いか」という疑問が
生じます。

データ・メッシュは、マイクロサービス中心のデータ交換に対応する基盤
テクノロジーを提供します。
例としては次のようなものがあります。

• マイクロサービスからマイクロサービス（同じコンテキスト内）
• マイクロサービスからマイクロサービス（異なるコンテキスト間）
• モノリスからマイクロサービス、またはマイクロサービスから

モノリス
イベント・ソーシング、CQRS、トランザクション送信12などのマイクロサー
ビス・パターンは、一般に理解されているソリューションです。データ・
メッシュは、これらのパターンにおいて、スケールに応じた反復性と信頼性を
確保するためのツールとフレームワークを提供します。

アプリケー
ション・マイク
ロサービス

図1：各種アプリケーション、マイクロサービス、DB間でのイベントベースの相互運用

オーダリング・
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送信
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JSON
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メッセージ・
リレー

メッセージ・
ブローカ

JSON

XYZ
サービス

図2：トランザクション送信ボックスの汎用パターン
（注：このパターンにはデータ・メッシュの変化形と最適化があります）

データ・メッシュ
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ス

10ページ - エンタープライズ・データ・メッシュ：ソリューション、ユースケース、および事例紹介

イベント・ソーシングとトランザクション送信ボックス



データ・メッシュのユースケース
エンタープライズ統合のニーズは、マイクロサービス設計パターン以外に、
あらゆる種類のDB、ビジネス・プロセス、アプリケーション、物理デバイスな
どのITシステムに及びます。
データ・メッシュは、移動中データを統合するための基盤を提供します。

移動中データは通常、イベントドリブンです。ユーザーのアクションやデバイ
ス・イベント、プロセス・ステップ、データ・ストアのコミットはすべて、
データ・ペイロードを含むイベントを開始します。これらのデータ・ペイロー
ドは、IoTシステム、ビジネス・プロセスおよびデータベース、データウェア
ハウス、データ・レイクの統合には不可欠です。

データ・メッシュは、企業間のリアルタイム統合に対応する基盤テクノロジー
を提供します。
例としては次のようなものがあります。

• 現実のデバイス・イベントからITシステムへの接続
• ERPシステム間でのビジネス・プロセスの統合
• 業務系DBと分析データ・ストアの連携

大規模組織では、必然的に、旧式システムと新システム、モノリスとマイクロ
サービス、業務系データ・ストアと分析データ・ストアなどが混在しています。
データ・メッシュは、異なるビジネス・ドメインおよびデータ・ドメインに
わたって、これらのリソースを統合するのに役立ちます。

アプリケー
ション・
モノリス

IoT/
デバイス

データ
分析

マイクロサー
ビス・アプリ
ケーションデータ・メッシュ

テレメトリ・イベント

プロセス・イベント

データ・イベント
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イベントドリブンな統合



データ・メッシュのユースケース
分析データ・ストアには、データ・マート、データウェアハウス、
OLAPキューブ、データ・レイク、データ・レイク・ハウスなどの
テクノロジーが含まれます。

一般に、これらの分析データ・ストアにデータを取り込む方法は
2つしかありません。

1. バッチ/マイクロバッチによるロード - タイム・スケジューラ・
ベース

2. ストリームの取込み - データ・イベントの継続的ロード

データ・メッシュは、ストリーム・データの取込み機能に対応する
基盤テクノロジーを提供します。
例としては次のようなものがあります。

• データベースやデータ・ストアなどからのデータ・イベント
• 物理デバイスのテレメトリからのデータ・イベント
• アプリケーション・イベント、ロギング、またはビジネス・

イベント

ストリームによるイベント取込みは、多くの場合、ソース・システム
への影響を軽減し、データの信頼性を高めます（データ・サイエンス
で重要）。また、データ・プロダクト所有者にとって有益な場合、
リアルタイム分析ユースケースにも使用できます。

マート

データ
ウェアハウス

データ・
レイク（ハウス）

サービス

サービス

サービス

エッジ

モ
ノ
リ
ス

サービス

図1：データ・レイク、データウェアハウス、データ・マート
にわたる一般的なデータ取込みでのデータ・メッシュの利用
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ストリームの取込み（分析用）



データ・メッシュのユースケース
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分析データ・ストアへの取込み後、通常は、‘データ・パイプライン’を
作成し、異なるデータ・ステージまたはデータ・ゾーン間でデータを
変換する必要性が生じます。これはデータをリファインするプロセスで
あり、多くの場合、下流の分析データ・プロダクトのために必要です。

データ・メッシュは、独自に管理された、分析データ・ストアと連携す
るデータ・パイプライン・レイヤーを提供し、以下のコア・サービスを
提供します。

• セルフサービスのデータ検出およびデータ準備
• ドメイン間でのデータ・リソースの管理
• 所定のデータ・プロダクト・フォーマットへのデータ変換

• 例：ストリームETL
• 整合性確保のためのポリシーによるデータ検証

これらのデータ・パイプラインは、物理的に異なるデータ・ストア
（マート、ウェアハウス、レイクなど）間で使用できるか、または、
ストリーム・データに対応する分析データ・プラットフォーム（Apache 
Sparkや他のデータ・レイク・ハウス・テクノロジーなど）内の
“プッシュダウン・データ・ストリーム”として使用できる必要があります。

図1：データ・メッシュは、データ・レイク内でストリーム・パイプラインを作成、実行、
管理可能

ストリーム・データ・パイプライン



イベントは絶えず発生し続けます。ストリーム内のイベント分析は、
その瞬間に何が起きているかを把握するためには非常に重要です。

リアルタイム・イベント・ストリームの時系列に基づく分析は、実際の
IoTデバイスのデータにとって重要ですが、ITデータセンター内や財務
トランザクション間（不正監視など）で発生している事象を理解するため
にも重要です。

フル機能を備えたデータ・メッシュには、多種多様なイベント時間枠を
越えてあらゆる種類のイベントを分析できる基盤機能が含まれます。
例としては次のようなものがあります。

• シンプルなイベント・ストリーム分析（例：Webイベント）
• ビジネス・アクティビティ監視（例：SOAP/RESTイベント）
• 複雑なイベント処理（例：複数ストリームの関連付け）
• データ・イベント分析（例：DB/ACIDトランザクションの分析）

データ・パイプラインと同様に、ストリーム分析は、確立した
データ・レイク・ハウス・インフラストラクチャ内で、または
個別で（例：ネイティブ・クラウド・サービスとして）実行できます。

データ・メッシュ
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図1：あらゆる種類（IoT、DBなど）のイベントをリアルタイム・ストリーム内で
分析可能

データ・メッシュのユースケースストリーム分析



Systems of Record（SoR）
信頼できる情報源
データ・プロバイダ/プロデューサ
コア・ビジネス・プロセス
Systems of Engagement

Systems of  
Interchange

Systems of Analysis  
意思決定支援
データ・サイエンス
予測分析
データの可視化

アプリケーションの
モダナイゼーション データの可用性

イベント・
ソーシング

ストリームの取込み

データ・
パイプライン

統合

ストリーム分析
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業務システムと分析システムに適用される
データ・メッシュのユースケース



アプリケー
ション・
モノリス

アプリケーション・
マイクロサービス

地理的に分散された
データ

データ・
レイク（ハウス）

デバイス

エッジ

ODS

マート

データ
ウェアハ
ウス

データ/イベント・
サービス

SQL
アクセス

Notebooks
/ML

データ
の可視化

コンシューマ・インタフェース

ポイント・プロジェクトでの
データ・メッシュのメリット…
（業務ユースケースと分析ユースケース）

アプリケーションの
モダナイゼーション

データの可用性

イベント・ソーシング

ストリーム分析

ストリームの取込み

データ・パイプライン
統合
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データ・メッシュ
最新のサービス・メッシュ、マルチクラウド展開オプション…

…データ資産全体で共通のメッシュを
運用することで価値を最大化
（業務系データと分析データの両方でリアルタイム・メッシュを使用）
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アプリケーション・
モノリス

アプリケーション・
マイクロサービス

地理的に分散された
データ

データ・
レイク

（ハウス）

デバイス

エッジ

マート

データ
ウェアハ
ウス

データ/イベント・
サービス

SQL
アクセス

Notebooks
/ML

データ
の可視化

コンシューマ・インタフェース
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2
3
4

第2章

データ・
プロダクト思考
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分散データ・
アーキテクチャ

イベントドリブンな
データ台帳

ポリグロット・
データ・ストリーム

データ・メッシュの
4つの重要属性
データ・メッシュを、旧式のテクノロジー・
アーキテクチャに加える新たな流行語と
見なしてはいけません。
データ・メッシュの目的は、ほかにはない
価値をもたらすことであり、すでに何十年も
使用されている平凡なソリューションとは
明確に異なる独自の属性を備えている必要が
あります。
認識が必要な重要属性は4つあります。



ビジネス・
ニーズ

ユーザー・
ニーズ

データ
属性

データ・
プロダクト
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物の見方を変えることが、データ・メッシュを実現するための重要な第一歩
です。習得した変革手法を取り入れようとする意欲が、データ・アーキテク
チャのモダナイゼーションを成功に導くための足がかりとなります。

習得できる手法には次が含まれます。

• デザイン思考 - ‘厄介な問題’を解決するため

• ジョブ理論（Jobs To Be Done） - 顧客重視の変革と成果主導の
イノベーション・プロセス

デザイン思考の方法論では、部門横断的な変革の妨げになることの多い組織的
サイロを解消するのに役立つ実証済みのテクニックを取り入れます。ジョブ
理論は、最終的なコンシューマの具体的な目標（Jobs To Be Done：成すべき
仕事）を達成するためのデータ・プロダクト設計に不可欠な基盤であり、
プロダクトの目的を定義します。

データ・プロダクト・アプローチは、当初、データ・サイエンス・コミュニ
ティから生まれましたが、現在では主流となって、データ管理ルールのあらゆ
る側面に適用されつつあります。このアプローチでは、ITテクノロジーではな
く、ビジネス成果、つまりデータ・コンシューマに常に焦点を合わせます。

データ・プロダクト思考はその他のデータ・アーキテクチャにも適用できます
が、データ・メッシュにとっては不可欠な要素です。

データ・メッシュの属性1.）データ・プロダクト思考

定義

アイデア
創出

プロトタイプ
作成

テスト

共感

デザイン
思考



一次産品から地域店舗にある品物まで、あらゆる種類のプロダクトは、
価値ある資産として生産され、具体的な‘成すべき仕事’を成し遂げて消費
されるように意図されています。

データ・プロダクトは、ビジネス・ドメインや解決すべき問題に応じて
さまざまな形式を取り得ますが、場合によって以下を含みます。

• 分析 - 履歴/リアルタイム・レポートおよびダッシュボード
• データセット - さまざまなシェイプ/フォーマットのデータの集合
• モデル - ドメイン・オブジェクト、データ・モデル、ML特徴量
• アルゴリズム - MLモデル、スコアリング、ビジネス・ルール
• データ・サービスおよびAPI - ドキュメント、ペイロード、トピック、

REST API…

データ・プロダクトはコンシューマ向けに作成され、以下のような
追加属性を追跡する必要があります。

• ステークホルダー・マップ - 誰がこの製品を作り、消費するのか
• パッケージ化、ドキュメント - どのようにして消費するのか
• 目的と価値 - 明示的/暗黙的な価値は何か、価値の下落はあるか
• 品質、整合性 - 使用時のKPIとSLA
• 来歴、ライフサイクル、ガバナンス - 信頼と説明可能性

データ・
プロダクト

データ
資産

ビジネス・
データ

デジタル・
ノイズ
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データ・メッシュの属性1a.）データ・プロダクト



ゾーン1 ゾーン2 ゾーン3 ゾーン4

データ・
ドメインA

データ・
ドメインB

データ・
ドメインC

データ・プロダクトは
任意のゾーンから
ソーシング可能

データ・リファインメント・ゾーン、
キュレーション・レベル…クラウド
/オブジェクト・ストア・バケット

/DBスキーマなどにわたる

ビジネス・ドメイン、論理的な
境界…オントロジ・カテゴリ、
データ・カテゴリ・タグ、DDDの
境界づけられたコンテキストなど

データ・プロダクトは異なる
リファインメント・レベルにわたる
（例：生データ、キュレーション済
みデータ、マスター・データ）

‘厄介な問題’は、多くの場合、異なる部門横断的チームを共通のデータ・ドメインに適合させる際に生じます。この
ドメインでは、データセット、データ・モデル、ビジネス・ポリシー、ビジネス・ルールの共有が求められます。
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データ・メッシュの属性1b.）部門横断的なデータ・ドメイン



分散ITシステムは最近の現実であり、SaaSアプリケーション
やパブリック・クラウド・インフラストラクチャ（IaaS）の
増加によって、アプリケーションとデータの分散化が定着して
います。
アプリケーション・ソフトウェア・アーキテクチャは、
集中型のモノリスから分散型のマイクロサービス（サービ
ス・メッシュ）へと移行しています。
データ・アーキテクチャも分散化へ向かうトレンドに追随する
と見られ、より多様な物理サイトと多数のネットワークに
わたってデータの分散化が進んでいます。これがデータ・
メッシュと呼ばれるものです。
分散型ソフトウェアは簡単ではありません。容易であると
いうことでマイクロサービス・アーキテクチャを選んでい
ないのと同様に、データ・メッシュが単純だと考えて試す
べきではありません。モジュール式の分散型データの実装
には、正当な理由と利点が数多くありますが、多くの場合、
モノリシックな集中型データ・アーキテクチャの方が
シンプルです。
分散型データがビジネスにとって有益な場合、
データ・メッシュを利用することでソリューションの管理しや
すさを維持できます。

データ・ゾーンは、さまざまな
物理データ・ストア（オブジェ
クト・ストア、データベースな

ど）内に存在します

データ・コンシューマは、
メッシュ内の任意のサイト/

ゾーンからデータ・プロダクト
を消費します

分散化は、複数の物理サイト、
クラウド・ネット・サービス、
エッジ・ゲートウェイに及びます
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データ・メッシュの属性2.）分散データ・アーキテクチャ



‘メッシュ’という用語はテクノロジー分野で固有の意味を持ち、多数の非階層型
ノードが協調して動作する、特定のネットワーク・トポロジ・セットアップを
指します。
一般的なテクノロジーの例には次のようなものがあります。

• WiFiメッシュ - 多数のノードが連携してカバレッジを改善
• ZWave/Zigbee - 低消費電力のスマート・ホーム・デバイス・ネットワーク
• 5Gメッシュ - 信頼性とレジリエンスに優れたセル接続
• Starlink - 地球規模の衛星ブロードバンド・メッシュ
• サービス・メッシュ - 分散型マイクロサービス（アプリケー

ション・ソフトウェア）に対して統一コントロールを提供す
る方法

データ・メッシュはこれらのメッシュの概念に準拠しており、さまざまな仮想/
物理ネットワークと長い距離にわたってデータを分散化するための一元化され
ていない手段を提供します。
旧式のデータ統合モノリス（ETLツール、データ・フェデレーション・ツール
など）だけでなく、より最近のパブリック・クラウド・サービス（AWS Glue
など）でも、高度な集中型インフラストラクチャを必要とします。
データ・メッシュ・ソリューション全体では、オンプレミス、複数のパブリッ
ク・クラウド、さらにはエッジ・ネットワークに及ぶこともあるマルチクラウ
ド・フレームワークで運用できる能力が必要です。

典型的なメッシュ・
パターンは、非階層型の
コラボレーティブ・

ネットワーク
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データ・メッシュの属性2a.）メッシュ

ハブ/スター

メッシュ

クラスタ・ツリー

エンド・デバイス/コンシューマ

ルーティング/ノード

コーディネータ/コントロール・プレーン



データが高度に分散化されている環境では、情報セキュリティの役割が極めて
重要になります。高度に集中化されたモノリスとは異なり、分散システムでは、
各種ユーザーをアクセス・レベル別に認証および認可するために必要なアクティ
ビティを委任しなければなりません。
ネットワーク全体にわたって安全な方法で信頼を委任することは容易ではありませ
ん。
次のような事項を考慮する必要があります。
• 保管時の暗号化 - ストレージに書き込まれるデータ/イベント
• 分散化された認証 - サービスおよびデータ・ストア向け

• 例：mTLS、証明書、SSO、シークレット・ストア、データ・ボールト
• 移動中の暗号化 - メモリ内を流れるデータ/イベント
• ID管理 - LDAP/IAMタイプのサービス、クロス・プラットフォーム
• 分散化された認可 - サービス・エンドポイントによるデータ改訂のため

• 例としては次のようなものがあります。Open Policy Agent（OPA）15

サイドカーにより、マイクロサービス・エンド・ポイントが処理され
ているコンテナ/Kubern et esクラスタにポリシー決定ポイント
（PDP）を配置する。LDAP/IAMは、任意のJWT対応サービス。

• 確定的マスキング - 信頼できる一貫した方法でのPIIデータの難読化
どのようなITシステムでもセキュリティは困難になり得ますが、分散システムに
高度なセキュリティを提供する場合、さらに難度が高くなります。しかし、
これらの問題は既知のソリューションによって解決済みです。

図1：マイクロサービスのOPAサイドカーを使用した分散型の認可

図2：セキュアな証明書を使用した分散型のmTLS認証
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データ・メッシュの属性2b.）分散型セキュリティ

UI/クライアント

サービス・メッシュのKubernetesポッド123

データ・ストア
（ソース、ターゲット、
またはバッキング・

ストア）

サービスA

許可されたデータのみに
サービスを限定

IDおよびアクセス管理

公開鍵

データ・メッシュの
マイクロサービスA

JWTおよびサービスIDを
使用した要求

OPA
サイドカー

サービス機能

JWT
検証

PDP
要求

認証

OPAサイドカー

IDプロバイダ
（例：JWT対応LDAP）

ポリシー
決定ポイント
（PDP）

認可データ

シークレット・
ストア/
キーストア

1.保護サービスの要求

UI/クライアント

3.サーバー証明書の検証

4.クライアント証明書の提供

2.サーバー証明書の提供

認証局

データ・メッシュの
マイクロサービスAPI

6.保護サービスの実行

サービスA

サービス・メッシュのKubernetesポッド123

シークレット・
ストア/
キーストアサービス機能

5.クライアント証明書の検証



台帳は分散型データ・アーキテクチャが機能するための基本コンポーネントで
す。会計元帳と同様に、データ台帳には発生したトランザクションが記録され
ます。
台帳を分散化すると、データ・イベントがどこでも‘再実行可能’になります。
一部の台帳は航空機のフライト・レコーダーと似ており、高可用性とディザス
タ・リカバリのために使用されます。
集中型のモノリシックなデータ・ストアとは異なり、分散台帳は、他の
（外部）システムで発生したアトミックなイベントやトランザクションを追跡
記録する目的に特化して構築されています。
データ・メッシュの台帳は1種類だけではなく、ユースケースや要件に合わせて、
さまざまなタイプのイベントドリブンなデータ台帳を利用できます。

• 汎用イベント台帳 - KafkaやPulsarなど
• データ・イベント台帳 - 分散型のCDC/レプリケーション・ツール
• メッセージング・ミドルウェア - ESB、MQ、JMS、AQを含む
• ブロックチェーン台帳 - セキュアなマルチパーティ・トランザクション用

これらすべての台帳を合わせると、会社全体の永続的なイベント・ログのような
役割を果たし、Systems of RecordとSystems of Analysisで発生するデータ・
イベントの連続リストが提供されます。

汎用イベント台帳
• 大量処理向けに最適化
• シンプルなペイロード・セマンティック
• Pub/Sub（パブリッシュ/サブスクライブ）

インタフェース
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データ・イベント台帳
• DBトランザクション向けに最適化
• ACIDレベルのトランザクション・

セマンティック
• ポイントツーポイント/ポイントツーブローカ

メッセージング台帳
• トランザクション保証のための最適化
• トランザクション処理システムの

セマンティック
• Pub/Subインタフェース、一時ペイロード

ブロックチェーン台帳
• マルチパーティの透明性確保のための最適化
• 不変トランザクションのセマンティック
• APIベースのインタフェース（タイプによって

異なる）
* 全体を網羅するために記載していますが、詳細な説明の対象外です

データ・メッシュの属性3.）イベントドリブンなデータ台帳



テレメトリ・
イベント

（デバイスおよびIoT）

アプリケーション/
プロセス・イベント
（ビジネス・プロセス
およびロギング）

データ・イベント
（ACIDトランザクション）

T3VyIG1pc3Npb24gaXMgdG8gaGVscCBw
ZW9wbGUgc2VlIGRhdGEgaW4gbmV3IHd
h
eXMsIGRpc2NvdmVyIGluc2lnaHRzLCB1
bmxvY2sgZW5kbGVzcyBwb3NzaWJpbGl0
aWVzLg==

syntax = "proto3";  
package moviecatalog;  
message MovieItem {

string name = 1;  
double price = 2;  
bool inStock = 3;

}
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<Root xmlns="http://www.acme.com">

<Customers>
<Customer CustomerID="GREAL">

<ContactName>Howard</ContactName>

データ・ストリームはイベント・タイプ、ペイロード、
トランザクション・セマンティックの種類によって
異なります。データ・メッシュは、さまざまなエンター
プライズ・データ・ワークロードで必要なストリーム・
タイプをサポートする必要があります。
シンプルなイベント：
• Base64/JSON - スキーマレスの生イベント
• 生テレメトリなど - スパース・イベント

基本的なアプリケーション・ロギング/IoTイベント：
• JSON/Protobuf - 場合によってスキーマあり
• MQTTなど - IoT専用プロトコル

アプリケーション・ビジネス・プロセス・イベント：
• SOAP/RESTイベント - XML/XSD、JSONなど
• B2Bなど - 交換プロトコルおよび規格

データイベント/トランザクション：
• 論理変更レコード - LCR、SCN、URIDなど
• 一貫した境界 - コミットと操作

シンプルでフラット、
一度に1レコード

一度に1レコード、
単純なスキーマ

あり

場合によっては
深くネストされた
複雑なスキーマ
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<ContactTitle>Manager</ContactTitle>

データ・メッシュの属性4.）ポリグロット・データ・ストリーム

DBログ/トランザ
クションの境界に

準拠操作タイプとタイム
スタンプの書込み

ソース・
オブジェクト
イメージ・
タイプ



問合せ
データ・パターン
ウィンドウイング
データ・ポリシー
ビジネス・ルール

フィルタリング
集計

相関付け/エンリッチメント
しきい値
結合

時系列
空間分析
異常
分類

スコアリング・モデル

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
・
デ
ー
タ
台
帳

1..n

System
s of Analysis/

System
s of Engagem

ent

1..n

ストリーム処理は、イベント・ストリーム内のデータ操作
方法を示します。‘ラムダ関数’とは異なり、ストリーム・
プロセッサでは、特定の時間枠内でステートフルネスな
データ・フローが維持されます。
基本的なデータ・フィルタリング：
• しきい値、アラート、テレメトリ監視など
シンプルなETL：
• 正規表現関数、数学/ロジック、結合
• 1レコードずつ、代入、マスキング
CEPおよび複雑なETL：
• 複合イベント処理（CEP）
• DML（ACID）処理、タプル・グループ
• 集計、ルックアップ、複雑な結合など

ストリーム分析：
• 時系列分析、カスタム時間枠
• 地理空間、機械学習、組込みAI

（1）Systems of 
Recordによる
生データ・

イベントの生成

（2）複数のデータ・
パイプライン/
ストリーム内での

データ処理
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（3）サービス、台帳、
ストレージ、DWへ
のデータ・ロード

データ・メッシュの属性4a.）ストリーム・データの処理



SaaS/アプリ
ケーション・
イベントおよ
びシステム・
ログ

汎用
イベント
台帳

ストリーム
処理および

分析

{データ/イベン
ト・サービス}

OLTP

OLTP

数ミリ秒

業
務
用

System
s of Record

IoTイベント、
エッジ、
マイクロサービス

データ
ベース・
イベント
台帳

IoT
プラットフォーム

MOM/
IPaaS

サーバーレスまたはサービス・メッシュ（マルチクラウド）デプロイメント

ガバナンス - セキュリティ（分散型）、データ検証、データ・カタログ、レジストリ、ポリシー

数秒

データ・
レイク（ハウス）

System
s of Analysis/

System
s of Engagem

ent

データ
ウェアハウス

マルチモデル・
データベース

データ・メッシュパターン原型



Debezium

または

など

WS02/
RabbitMQ

OpenR
emote

Open Policy Agent、Egeria…

オープンソース

OCI
GoldenGate

OCI
ストリーミ

ング
GoldenGate 

Stream 
Analytics

Oracle 
Integration 

Cloud

IoT
クラウド

OCI Data CatalogおよびGoldenGate Stream Analytics

Oracle Cloud Infrastructure

Oracle Cloud

OCIデータ・
プラット
フォーム

Autonomous 
Data 
Warehouse

Analytics 
Cloud

OCI Data 
Science

GoldenGate
（コンピュート・
ノード上）

Kinesis
または

Event Hub
または

Confluent

GoldenGate 
Stream 

Analytics

（EMRまたは
ADLS）

AWS SQS
など

IoT

Glue/Azure CatalogおよびGoldenGate Stream Analytics

コンピュートまたはコンテナ・サービス

オラクルおよび
ハイブリッド
（マルチクラウド）

Redshift、
Synapse、

Snowflakeなど

PowerBI
など

Data 
Science

注目すべきテクノロジー・レイヤー
• IoT/エッジ - ゲートウェイ、エッジ・ノート、テレメトリ収集向け
• メッセージ指向ミドルウェア-イベントドリブンなビジネス・プロセス統合向け
• データ・イベント/CDC - DBトランザクション・イベント、完全なACID整合性など
• イベント・ストリーム -スケール・アウトおよびパーティション化イベント・ストア
• ストリーム処理、分析 -ステートフル、ウィンドウイングされた複雑なストリーム処理
• セキュリティ - VCN間で分散化された認証/認可
• データ・カタログ/レジストリ-エンティティ、スキーマ、レジストリのセマンティック連携
• データ検証 -データ・ストア間での監査可能なデータ整合性検証
• サーバーレス/サービス・メッシュ-パブリック・クラウドまたは自社運用によって異なる

Athena、
Cosmosなど

EMR、ADLS、
Delta Lakeなど

APIプラット
フォーム

ExaCS & 
ExaCC

Apache Hive

MySQL、
Postgresなど

Apache Spark

SaaS/
アプリケーショ
ン・イベント
およびシステ
ム・ログ

業
務
用

System
s of Record

IoTイベント、
エッジ、
マイクロサービス

SaaS/
アプリケーショ
ン・イベント
およびシステム・
ログ

業
務
用

System
s of Record

IoTイベント、エッジ、
マイクロサービス

業
務
用

System
s of Record

データ・メッシュ具体例

SaaS/
アプリケーショ
ン・イベント
およびシステ
ム・ログ

IoTイベント、
エッジ、
マイクロサービス



取
込
み

ストリーム処理

データ・レイク・
ハウス

取
込
み

ストリーム処理

データ・レイク・
ハウス

vs.

単一クラウド：
• シンプル - ネットワーク、IDドメインなどが少ない
• サーバーレス - ‘従量課金’サービスの使用機会が多い
• 同種 - 単一ベンダー・ソリューションへの依存

マルチクラウド：
• 分散化 - さらなる複雑化（イベント、セキュリティ、ネットワークなど）
• サービス・メッシュおよびサーバーレス - ITが‘サービスとして’のコンテナおよび

Kubernetesを運用する必要性
• 異種 - ベスト・オブ・ブリード、高い移植性、サービスの再利用が可能

Athena

Redshift

RDS

エッジ・ゲートウェイ
エッジ

エンタープ
ライズ・アプ
リケーション

データ・メッシュ
セルフサービスGUI

λ

Exadata 
Cloud@C
ustomer

分析
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SaaS/
アプリケー
ション・
イベント

およびシステ
ム・ログ

業
務
用

System
s of Record

IoTイベント、エッジ、
マイクロサービス

業
務
用

System
s of Record

データ・メッシュ単一クラウドかマルチクラウドか

SaaS/
アプリケー
ション・
イベント

およびシステ
ム・ログ

IoTイベント、エッジ、
マイクロサービス



第3章

7つの事例紹介
7つのユースケースと4つの重要テクノロジー
属性を考慮するにあたり、優れたデータ・
メッシュの成功例が公開されています。

これらの事例はすべて、分散化された
イベントドリブンなリアルタイム・テクノロ
ジーを使用しています。

いくつかの事例では、データ・プロダクト
思考、マイクロサービス、サービス・
メッシュ、ストリーム処理アーキテクチャ
も利用しています。

31ページ - エンタープライズ・データ・メッシュ：ソリューション、ユースケース、および事例紹介



データ・メッシュ

ユーザー、プロセス、手法：

データ・プロダクトに
フォーカス

技術的なアーキテクチャ属性：

分散アーキテクチャ

イベントドリブン台帳

ACIDサポー
ト

ストリーム指向

分析データにフォーカス

業務系データに
フォーカス

物理的および論理的
メッシュ

データ統合 メタカタログ マイクロサービス メッセージング データ・レイク 分散データウェアハウスそれだけで‘完璧な’データ・メッシュ事例は存在しません。
別のソフトウェア開発およびデータ・アーキテクチャ・パターンやテクノロジー・カテゴリが含まれており、
データ・ファブリック、マイクロサービス・サービス・メッシュ、データ・レイク・ハウスなどのもっとも
一般的な概念では、かなりの重複部分があります。
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このドキュメントでは、データ・メッシュをデータ・ファブリックの1タイプと見なします。ケーススタ
ディには、以下の属性を持つテクノロジーを使用した‘重要なソリューション・フォーカス’が含まれなけれ
ばなりません。

• データ・プロダクト - 組織横断的なデータ・ドメインに影響を与える文化およびプロセス面での変化を促し、
データ資産に関する強力な管理手法を制度化

• 分散アーキテクチャ - 分散化されたマイクロサービスベースのソフトウェア・アーキテクチャ・パターン
• イベントドリブン台帳 - ドメイン間統合を推進するための永続的なイベント・ログの実行
• ACIDサポート - ポリグロット・ストリーム用、信頼できる正確なデータ・トランザクションの実現
• ストリーム指向 - ‘移動中’のデータ処理によるソリューション成果の向上
• 分析データにフォーカス - 分析領域のデータ・パイプラインまたはデータ・プロダクト（OLAPなど）
• 業務系データにフォーカス - 業務系データの成果に焦点を合わせたソリューション（OLTPなど）
• 物理的および論理的メッシュ - データが物理的にも論理的にも‘メッシュ化’されている

●

●

●

●

●

●

●

●

データ・メッシュケーススタディの基準



ユーザー、プロセス、手法：

データ・プロダクトに
フォーカス
技術的なアーキテクチャ属性：

分散アーキテクチャ

イベントドリブン台帳

ACIDサポート

ストリーム指向

分析データにフォーカス

業務系データにフォーカス

物理的および
論理的メッシュ

GoldenGateの使用

隣接/GG

データ・イベント台帳、クラウドへ
の取込み、イベント・バス

Intuitは、企業データ資産へのデータ・プロダクト思考の適用に早くから賛同して
おり、この分野のリーダーでもあります16。16 組織横断的な連携により、
データ・プロダクトにステークホルダー、ビジネス・プロセス、データ・
パイプライン、適切に定義された消費用APIが含まれています。
各種ドメインに内部または外部のデータ・コンシューマが含まれ、データは最終的なコンシューマ
（例：データ・レイク表、イベント・バス・トピック）で要求されるフォーム/シェイプを取ります。

概念的な
ソリューショ
ン・フレーム

ワーク

分析データ・
レイクでの実装例
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事例紹介INTUIT - データ・プロダクト思考

データ・ワーカー プロダクト・
マネージャー

生成

リーダー
外部データAPI

作成および
管理

内部プロセス/データ
IDドメイン

チーム

ビジネス・ドメイン

データ・プロダクト

IDサービス・データ・
プロダクト

ID分析データ・
プロダクト

製品エンタイトルメント・ドメイン

製品エンタイトルメント・
サービス・データ・プロダクト

マスター・データ

エンタープライズ顧客ドメイン

顧客分析データ・
プロダクト

エンタープライズ製品ドメイン

製品分析データ・
プロダクト

APIゲートウェイ

イベント・バス・
トピック

データ・レイク表

サービス

取込みプロセス

ローカル永続性

バッチ・プロセス

キュレーション・プロセス



ユーザー、プロセス、手法：
データ・プロダクトに
フォーカス はい - 隣接18

技術的なアーキテクチャ属性：

対象外

対象外

物理のみ
データ・イベント台帳、双方向
トランザクションが保証された
完全に整合性のあるイベント

クラウド・データ・プラット
フォーム

オンプレミス・
プラットフォーム

モ
ノ
リ
ス

イベント
台帳
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イベント
台帳

Netflixは新たなIT変革の最先端を行くことが多く、データ・メッシュへの投資も
例外ではありません。この用語が広く知られる前から、同社はすでに、顧客に影響
を与えるサービス停止を避けるために、データ・メッシュ・アプローチを使用して
業務系アプリケーションを（クラウドに）オンライン移行していました17。
同社は徹底的なレビューの結果、分散アーキテクチャとイベントベースのデータ台帳を含む主要データ・
メッシュ属性を使用したアプローチを選びました。目標としたアーキテクチャは、最新マイクロサービスに
基づくアプリケーションで、リアルタイムの移行アプローチにより、停止時間なしで新規プラットフォーム
（インフラストラクチャとデータベース）に段階的に切り替えることができました。
これは、ポイント・プロジェクトで
業務面を重視したデータ・メッシュの好例です。

事例紹介NETFLIX - アプリケーションのモダナイゼーション

分散アーキテクチャ

イベントドリブン台帳

ACIDサポート

ストリーム指向

分析データにフォーカス

業務系データにフォーカス

物理的および論理的
メッシュ

GoldenGateの
ユースケース



ユーザー、プロセス、手法：

はい - 隣接20

技術的なアーキテクチャ属性：

対象外

はい -隣接

おもに物理
データ・イベント台帳、完全
に整合性のあるデータ・イベ
ント、マイクロサービス・デ

プロイメント

イベント
台帳

Wells Fargoは世界最大規模の銀行で、長年、データドリブンなデジタル・
トランスフォーメーションに大きく投資しています。データ戦略の中核は
データ運用の継続性を100 %確保することであり、同行は、こういった継続性
ユースケースにGoldenGateマイクロサービスを使用していると述べています19。
業務系データ・イベントにアナリティクスとデータ・レイクを組み合わせることで、データを分析用に
準備する前に必要な‘ホップ’回数が減り、データ・アーキテクチャを簡素化できます。
データ・メッシュ・アプローチにより、業務系データと分析データを結合する際の支障とITリソースの
浪費を軽減することを目指しています。

サービス・メッシュ内
のマイクロサービス・

デプロイメント

複数サイトに分散化

データ・イベント台帳（リアルタイム・イベント）
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事例紹介WELLS FARGO – データの継続性

データ・プロダクトに
フォーカス

分散アーキテクチャ

イベントドリブン台帳

ACIDサポー
ト

ストリーム指向

分析データにフォーカス

業務系データにフォーカス

物理的および
論理的メッシュ

GoldenGateの
ユースケース



ユーザー、プロセス、手法：

技術的なアーキテクチャ属性：

はい - 隣接

はい -隣接

ドメイン主導

PayPalは、最新のマイクロサービス・アプリケーション・アーキテクチャ（分散型）を使用し
ており、サービス間での100 %正確な高速の非同期トランザクション移動を必要としていまし
た。同社はデータの損失や破損なしでトランザクションを分散化するために、イベントドリブ
ンなデータ台帳を使用するデータ・メッシュ・アプローチ21を使用しました。
‘イベント・ソーシング’や‘マルチフェーズ・コミット’のような代替策を検討しましたが、
データ損失ゼロを保証できないため、GoldenGateのイベントドリブン台帳により、分散データ・メッシュに必要な
信頼性、正確さ、パフォーマンスを実現しました。
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データ・プロダクトに
フォーカス

分散アーキテクチャ

イベントドリブン台帳

ACIDサポート

ストリーム指向

分析データにフォーカス

業務系データにフォーカス

物理的および
論理的メッシュ

GoldenGateの
ユースケース

事例紹介PAYPAL - マイクロサービス・パターン

高速データ処理

同期 非同期

高速データ要件

・正確さ - 0 %のデータ損失/破損

・待機時間 - 99 %ileで1分未満（常時）

・可用性 -常に使用可能

高速データ処理

アクティビティ・ストリーム -- 規則的！

・スケーラビリティ：数億イベント/日

・待機時間（99 %ile）：60秒未満

・正確さ：100 %データ・イベント台帳、
完全に整合性のある
データ・イベント、

トランザクション送信ボックス



ユーザー、プロセス、手法：

はい -隣接
技術的なアーキテクチャ属性：

対象外

データ・イベント台帳、
ビジネス・レポート・ツール
へのSaaSデータ・イベント

のストリーミング

業務
ERPの統合とクラウドへのアプリ
ケーション移行により、コスト
削減と運用効率化を推進23

エッジおよびアナリティクス
顧客のエンゲージメント・システムとデータ・サイエ
ンスおよびAIイニシアティブに影響を及ぼす高速
データおよびビッグ・データの取組みに中核業務系
データを連携24

Western Digitalは、クラウドファーストでデータドリブンなビジネス・プラクティスへの
シフトを含むデジタル・トランスフォーメーション目標に対して何年も継続的に投資してい
ます。このプロセスの一環として、オラクルのイベントドリブン統合テクノロジー
（Oracle Integration CloudとGoldenGateを含む）を幅広く利用しています22。
これらのデータ・メッシュ機能により、業務ユースケースと分析ユースケースの両方に役立つ分散型イベントドリブ
ン・アーキテクチャが提供されます。
業務面では、ERPプラットフォームの刷新モダナイズと最終的な運用コストの削減のためにこの統合テクノロジーが
使用されています。分析面では、リアルタイム・クラウド・ビジネスへのシフトにより、アプリケーションの
データ・イベントをレポート・データ・マート、データウェアハウス、データ・レイクに連続してストリーミング
できるようになります。
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ユーザー、プロセス、手法：

技術的なアーキテクチャ属性：

データ・イベント台帳、
Apache KafkaへのDBイベン
ト（DMLおよびDDL）の

ストリーミング

LinkedInは、業務/分析両方のデータ・イベントに対応するテクノロジーを使用して、
世界最大レベルのApache Kafka実装を構築し、運用しています25。何百ものアプリケーショ
ンからデータベース・イベントが生成され、これらの（1日あたり数十億件の）データ・
イベントが、GoldenGateのデータ台帳を使用して取得され、Kafkaに取り込まれます26。
最新の分散データ・メッシュには、発生する生データ・イベントをすぐに処理できる能力が必要です。データベース
にトランザクションがコミットされると、そのデータ・イベントがSystems of Record（SoR）のソース/プロバイ
ダ・データになります。次に、下流ストリーム処理ツール（Samza、Flink、GoldenGate Stream Analyticsなど）が、
その発生から数ミリ秒以内にこれらのデータ・イベントを処理します。

変更前： 変更後：

無秩序な
データ

GoldenGateによる100 %
正確なデータ・

トランザクション・
イベント
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ユーザー、プロセス、手法：

技術的なアーキテクチャ属性：

DWへの取込み

物理データ
ストリーム分析、リアルタイ
ムのイベント関連付け、ETL、

分析、DWへの取込み

SailGPは、ハイテク高速ヨットによる
世界でもっともエキサイティングな
レースの1つです。データ・メッシュを
使用して、ライブのレース・データと
分析が数ミリ秒以内に提供されます27。
分散エッジ・テクノロジーにより、
レース艇、サポート艇、レース・
ヘリコプターのデータが結合された
ストリーム・パイプラインに送られます。
テレメトリ・データは近くのクラウドに
ストリーミングされ、リアルタイムETL、
アナリティクス、クラウド・データウェ
アハウスへの取込みが行われます。
データ・メッシュではGoldenGateと
Kafka（Oracle Streaming）が使用され
ており、レース開催日には、サポート・
クルーと放送ネットワークのために
ストリーム分析がリアルタイムで使用さ
れています。
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データ・ファブリック アプリケーション-開発-統合 分析データ・ストア

データ・メッシュ データ統合 メタカタログ マイクロサービス メッセージング データ・レイク・
ハウス

分散DW

ユーザー、プロセス、手法：

データ・プロダクトに
フォーカス

      

技術的なアーキテクチャ属性：

分散アーキテクチャ       

イベントドリブン台帳       

ACIDサポート       

ストリーム指向       

分析データに
フォーカス

      

業務系データに
フォーカス       

物理的および
論理的メッシュ       

[もっとも良い][もっとも悪い]

40ページ - エンタープライズ・データ・メッシュ：ソリューション、ユースケース、および事例紹介

データ・メッシュ比較対照
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業務面での成果
マルチクラウド・データの流動性

• データ資本を解放して自由なフローを
実現

リアルタイム・データ共有
• 複数業務間、業務/分析間

エッジ、ロケーションベースのデータ・サービス
• IRLデバイス/データ・イベントの

関連付け

信頼できるマイクロサービス・データの交換
• 正確なデータを使用した“イベント・

ソーシング”
• DataOpsとデータのCI/CD

中断なしの継続性
• 99.999 %を上回る稼働時間のSLA
• クラウド移行

分析面での成果
データ・プロダクトの自動化と簡素化

• マルチモデル・データセット

時系列データ分析
• 差分/変更レコード
• イベント単位の信頼性

ODSの完全データ・コピーは不要
• ログベースの台帳とパイプライン

分散化されたデータ・レイクとデータウェアハウス
• ハイブリッド/マルチクラウド/グローバル
• ストリーム統合/ETL

予測分析
• データの収益化

新たな販売用‘データ・サービス’

総合的メリット
データドリブンな
高速イノベーション・
サイクル

ミッション
クリティカルな
データ運用コスト
の削減

データ・メッシュビジネス成果



あらゆる要素を結集
デジタル・トランスフォーメーションは非常に難度が高く、大半は失敗します5。
5 最近の手法が高度に集中化されたモノリシックなスタイルから離れるにつれて、
テクノロジー、ソフトウェア設計、データ・アーキテクチャはますます分散化
されています。

データ・メッシュは、データの新しい概念であり、その中核にあるのは、データ・
コンシューマのニーズを最優先しようとする文化面でのマインドセット・シフトです。
また、分散型データ・アーキテクチャを可能にするプラットフォームとサービスの
レベルを上げる実際のテクノロジー・シフトでもあります。データ・メッシュは、
モノリシックな集中型バッチ・スタイルのデータ処理とは対照的に、高度に分散化さ
れたリアルタイム・データ・イベントへと向かう慎重なシフトです。
データ・メッシュには、次の4つの重要な属性があります。

1. データ・プロダクト思考 - ITよりもデータ・コンシューマのニーズを優先
2. 分散データ・アーキテクチャ - 分散化されたメッシュ・トポロジ
3. イベントドリブンなデータ台帳 - もっとも重要な交換としてのログ
4. ポリグロット・データ・ストリーム - あらゆるデータタイプのリアルタイム処理

データ・メッシュのユースケースには、業務系データと分析データの両方が含まれて
おり、この点が従来のデータ・レイク/レイク・ハウス、データウェアハウスとは異な
る重要な点の1つです。業務系データ・ドメインと分析データ・ドメインの連携は、
データ・コンシューマによるセルフサービスを推進するというニーズを実現するために
不可欠な要素です。最新のデータ・プラットフォーム・テクノロジーが、データ・
プロデューサとデータ・コンシューマを直接つなぐ際の妨げとなる介入要素の排除に
役立ちます。

オラクルは、長年にわたり、ミッション・クリティカルなデータ・ソリューションの
業界リーダーであり、信頼性の高いデータ・メッシュを実現するための最新機能を
いくつか提供してきています。

• 第2世代パブリック・クラウド・インフラストラクチャを33以上のアクティブ・
リージョンで提供

• ‘シェイプが変化する’データ・プロダクトに対応するマルチモデル・データベース
• あらゆるデータ・ストアに対応するマイクロサービスベースのデータ・イベント

台帳
• 信頼できるリアルタイム・データを提供するマルチクラウド・ストリーム処理
• APIプラットフォーム、最新のアプリケーション開発ツールとセルフサービス・

ツール
• アナリティクス、データの可視化、クラウドネイティブの・データ・サイエンス

詳しくは、以下のデータ・メッシュの技術概要を参照してください。
https://www.oracle.com/jp/a/ocom/docs/techbrief-
enterprisedatameshandgoldengate-ja.pdf

https://www.oracle.com/jp/a/ocom/docs/techbrief-enterprisedatameshandgoldengate-ja.pdf


当社のミッションは、人々が新たな方法で
データを参照し、インサイトを発見し、
無限の可能性を解き放つことができるよう
支援することです。



1. 99.999 %の可用性：https://www.oracle.com/jp/a/tech/docs/maa-goldengate-hub-ja.pdf
2. 10倍高速なイノベーション・サイクル、ストリーム取込みにより、バッチETLから連続変換およびロード（CTL）に移行（バッチ処理時間の解消）
3. 本書で説明する方法論とツールを採用したお客様との実際の会話から抽出したデータ
4. 大半の時間とコストは統合作業に費やされる：https://www.gartner.com/smarterwithgartner/use-a-hybrid-integration-approach-to-empower-digital-transformation/
5. 70～80 %のデジタル・トランスフォーメーションが失敗する：https://www.bcg.com/publications/2020/increasing-odds-of-success-in-digital-transformation
6. クラウド・ロックインは現実である：https://www.infoworld.com/article/3623721/cloud-lock-in-is-real.html
7. クラウドによりコストが増える場合がある：https://a16z.com/2021/05/27/cost-of-cloud-paradox-market-cap-cloud-lifecycle-scale-growth-repatriation-

optimization/
8. データ・レイクはめったに成功しない：https://www.datanami.com/2021/05/07/drowning-in-a-data-lake-gartner-analyst-offers-a-life-preserver/
9. モノリシックなデータ・レイクから分散データ・メッシュへ：https://martinfowler.com/articles/data-monolith-to-mesh.html
10. 業務停止に伴うコストは上昇している：https://www.nextgov.com/ideas/2021/03/commercial-cloud-outages-are-wake-call/172731/
11. 業務と分析の統合による意思決定の向上：https://mitsloan.mit.edu/ideas-made-to-matter/digital-transformation-has-evolved-heres-whats-new
12. トランザクション送信ボックスのパターン：https://microservices.io/patterns/data/transactional-outbox.html
13. ストラングラー・フィグ方式の移行：https://martinfowler.com/bliki/StranglerFigApplication.html
14. マイクロサービス内の境界づけられたコンテキスト：https://martinfowler.com/bliki/BoundedContext.html
15. Open Policy Agent（OPA）：https://www.openpolicyagent.org/
16. Intuitのデータ・プロダクト：https://medium.com/intuit-engineering/intuits-data-mesh-strategy-778e3edaa017
17. Netflixによる課金アプリケーションの移行：https://medium.com/netflix-techblog/netflix-billing-migration-to-aws-part-iii-7d94ab9d1f59
18. Netflixのデータ・プロダクト化/逆転：https://canvas.stanford.edu/files/5342788/download?download_frd=1
19. WELLS FARGOによるデータの継続性：Oracle OpenWorld 2018、Wells FargoのJoe DiCario氏とのGoldenGate Microservices共同プレゼンテーション
20. Wells Fargoによるデータ・プロダクト化：https://medium.com/@kshi/data-transformation-of-wells-fargo-en-f025843f5e2d
21. PayPalのマイクロサービスCDCイベント：https://www.slideshare.net/r39132/big-data-fast-data-paypal-yow-2018
22. Western Digitalのリアルタイム統合：https://blogs.oracle.com/cloud-platform/western-digital-achieves-faster-integration-with-oracle-integration-cloud
23. Western DigitalのERP統合：https://www.house-listing.com/technology/201903/298492.html
24. Western Digitalの高速データおよびビッグ・データ図：https://gestaltit.com/tech-field-day/gestalt/western-digitals-data-vision-at-sfd18/
25. LinkedInによるApache Kafkaの使用：https://www.confluent.io/blog/event-streaming-platform-1/
26. LinkedInによるOracle GoldenGateを使用したストリーム取込み：Oracle OpenWorld 2019、LinkedInとのGoldenGate共同プレゼンテーション
27. SailGPのストリーム分析：https://www.oracle.com/news/announcement/sailgp-launches-second-season-with-oracle-cloud-041521.html
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